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⑪資料２フローシートの例：１週間（７日）を記録する形式 ■～ 月日（日） 月日（月） 日（金）月一Ｅ｜諭 月日（土）深夜|午驫後|鑿夜|深夜僥馬警震 臘蘂夜|深夜|午驫後|準夜準夜 深夜創部（参出液）褥瘡（大転子部）下肢の皮層浮腫観'口腔内汚染状況壷|体重甸戸 洗面歯磨き･口腔ケア洗髪ｻﾞ農陰部洗浄車いす散歩創部ガーゼ交換褥瘡処置(大転子部）下肢ヒピテン浴点眼 射注下薬皮坐○△○△処置・注射 主食副食薑歴水分懲騰サイン
1４１看護きろくｖｏｌｌ６ｎｑ４
⑥ ーシートの例：１週間（７日）を記録する形式〃

























































記入年月日 問題（PROBLEM） 解決された問題 解決年月日｜サイン
＃１誤嚥リスク状態2００６．７．１５
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総力特集⑦第４回：経過記録＋フローシート～記録時間短縮への取り組み
!■|鑿■、■鑿■:鬘■鑿■鑿□蟻■鑿
Ｓ)初期計画
第３段階の初期計画は，“問題ごとにPOS，，
が基本の考え方なので，＃ごとに立案するの
が原則である。基本フォーマットとして，計
画を立案した曰付，＃番号,①診断計画または
観察計画（DiagnosticPlan：ＤｘまたはObser‐
vationPlan：Ｏｘ)，②治療計画またはケア計
画（ThelapeuticPlan，ReceiptPlan：Ｒｘまた
はCareＰｌａｎ：Ｃｘ)，③教育計画（Education
Plan：Ｅｘ）の３側面と達成予定曰，記入者の
欄を設ける（資料４)。達成予定曰はオーデイッ
トを実施する曰となる。
どのような状態であるかといった客観的情報
をＯ欄に記述する。このＳとＯからアセスメ
ントされることや，考えられることをＡ欄に
記述する。ここは看護師の専門的な解釈・分
析・判断が必要となる部分なので,力量を発揮
したいところである。過去においては，ＳＯＡＰ
とならなければならないところを，Ａの記述
がないために，ＳＯＳ，ＳＯＳとなってしまい，
あたかも誰かに助けを求めているような記録
がみられた。Ａである看護師の解釈・分析・
判断は，看護実践の根拠を示すものでもある
ため，しっかりと患者を見つめて記述しよう。
繰り返し述べるが，ＰＯＳ形式の記録は，問
題解決法を下敷きにしているのではなく，患
者が抱えている問題ごとに焦点を当てて看護
を展開し，SOAPで記録することである。看
護実践と記録において，“問題ごとにPOS，，の
合言葉を忘れないようにしよう。
4)経過記録
第４段階は経過記録，いわゆるSOAP形式
の記録である。ここでも，＃ごとに経過記録
を作成するのが原則である。フォーマットと
しては，日付,時間，＃番号，Ｓ（SubLjective)，
Ｏ（objective)，Ａ(Assessment)，Ｐ（Plan)，
記入者の欄を設けろ（資料ら)。 鱸ﾌｫｰｶｽﾁｬｰﾃｨﾝｸﾞ
１）フォーカスチャーティングとは5)退院時要約と監査
第５段階の退院時要約と第６段階の監査に
ついては，次号以降に掲載予定である。
フォーカスチャーティングは，コラム形式
の系統的な経過記録方法で，問題志向型の記
録というよりも，「見出し／フォーカス欄（コ
ラム欄)」を使って，その時何が起こったの
かを患者を中心にして記録するものである。
患者の現在の状態，目標に向かっての経過状
況，治療・看護介入に対する反応を記録する
ことに焦点を当てて記録する7)。
ケア計画のなかに患者に期待される結果を
適切に記入するならば；フォーカスチャーティ
ングをより効果的に使用することになる。
S)ＰＯＳ形式の記録を行う際の
留意点
ここで再度確認しておきたいことは，記録
のための記録ではなく，「看護実践を記録する」
という認識を持つ必要があるということであ
る。看護過程の展開に沿ってアセスメントし，
看護診断したら，問題リストを頭に入れ,その
問題に対して患者がどのように感じ考えてい
るかといった主観的情報をＳ欄に記述し，看
護師である自分が患者を観察すると，患者は
看護きろくvol､1６，０４1６


